
提
供
や
日
常
動
作
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療

養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

短
期
間

（
１
週
間
程

度
）
施
設
に

宿
泊
し
な
が

ら
、
介
護
や

機
能
訓
練
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
常
生
活
上
の
介
護
を
受
け
る
「
生

活
介
護
」
と
、
医
療
上
の
ケ
ア
を
含
む

介
護
を
受
け
る
「
療
養
介
護
」
が
あ
り

ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
訪
問
看
護
や
訪
問

入
浴
介
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

リリ
ポポ
ーー
トト
をを
振振
りり
返返
っっ
てて

今
回
の
リ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
在
宅

介
護
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
「
在
宅
介
護
っ
て
大
変
な

こ
と
だ
」
と
一
言
で
片
付
け
て
は
い
け

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

日
々
、
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る

介
護
者
の
た
め
に
「
介
護
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
」
が
不
可
欠
で
す
。
家
族
を

は
じ
め
、
友
人
や
近
所
の
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力

を
得
て
、
誰
か
に
任
せ
き
り
に
し
な
い
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
介
護
が
出

来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
介
護
に
は
ス
ト

レ
ス
が
付
き
も
の
で
す
。
そ
の
ス
ト
レ

ス
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
の
も
１
つ
の
手
段
だ
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
人
だ
け
で
介
護
を
頑
張
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
！

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
も
使
っ
て
く

だ
さ
い
！

周
り
の
人
た
ち
も
、
在
宅
介
護

を
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
一
緒
に
支
え
て

協
力
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
介

護
者
へ
の
手
助
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
はは
、、
在在
宅宅

のの
高高
齢齢
者者
やや
そそ
のの
ごご
家家
族族
のの
たた
めめ
のの
身身

近近
なな
相相
談談
窓窓
口口
でで
すす
。。

地地
域域
のの
高高
齢齢
者者
のの
生生
活活
やや
家家
族族
介介
護護

のの
支支
援援
、、
寝寝
たた
きき
りり
やや
閉閉
じじ
ここ
もも
りり
をを

防防
ぐぐ
「「
介介
護護
予予
防防
」」
なな
どど
のの
総総
合合
的的
なな

相相
談談
にに
応応
じじ
てて
いい
まま
すす
のの
でで
、、
おお
近近
くく

のの
在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
へへ
おお
気気
軽軽

にに
ごご
相相
談談
くく
だだ
ささ
いい
。。

☆☆
ここ
ここ
がが
ポポ
イイ
ンン
トト

・・
介介
護護
認認
定定
をを
受受
けけ
たた
かか
たた
、、
まま
だだ
受受

けけ
てて
いい
なな
いい
かか
たた
なな
どど
、、
どど
なな
たた
でで

もも
、、
無無
料料
でで
相相
談談
でで
きき
まま
すす
。。

・・
２２４４
時時
間間
、、
３３
６６
５５
日日
いい
つつ
でで
もも
相相
談談

でで
きき
まま
すす
（（
大大
館館
市市
基基
幹幹
型型
在在
宅宅
介介

護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
除除
くく
））。。

・・
保保
健健
・・
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
なな
どど
のの
公公
的的

ササ
ーー
ビビ
スス
のの
申申
請請
手手
続続
きき
をを
、、
家家
族族

にに
代代
わわ
っっ
てて
行行
うう
申申
請請
代代
行行
もも
しし
てて

いい
まま
すす
。。

・・
「「
相相
談談
協協
力力
員員
」」
なな
どど
とと
連連
携携
しし
、、

高高
齢齢
者者
がが
住住
みみ
慣慣
れれ
たた
地地
域域
でで
安安
心心

しし
てて
生生
活活
でで
きき
るる
よよ
うう
支支
援援
しし
まま
すす
。。

☆☆
相相
談談
方方
法法
はは
……

・・
電電
話話
相相
談談
、、
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
のの
相相

談談
、、
自自
宅宅
訪訪
問問
相相
談談
なな
どど
、、
皆皆
ささ
んん

のの
ごご
希希
望望
にに
合合
わわ
せせ
てて
、、
専専
門門
のの
職職

員員
がが
応応
じじ
まま
すす
。。

◆◆
たた
とと
ええ
ばば
、、
ここ
んん
なな
時時
にに

・・
介介
護護
のの
ここ
とと
でで
悩悩
みみ
がが
ああ
るる

・・
介介
護護
にに
疲疲
れれ
たた

・・
介介
護護
保保
険険
制制
度度
のの
内内
容容
・・
利利
用用
のの
仕仕

方方
がが
わわ
かか
らら
なな
いい

・・
１１
人人
暮暮
らら
しし
にに
不不
安安
をを
感感
じじ
てて
いい
るる

・・
施施
設設
にに
入入
所所
しし
たた
いい

・・
車車
いい
すす
やや
ベベ
ッッ
ドド
がが
必必
要要
にに
なな
っっ
たた

は
い
か
い

・・
認認
知知
症症（（
痴痴
ほほ
うう
））のの
たた
めめ
徘徘
徊徊
しし
てて

困困
っっ
てて
いい
るる

▽▽
大大
館館
市市
基基
幹幹
型型
在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン

タタ
ーー（（
長長
寿寿
支支
援援
課課
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
係係
内内
））

�
４４９９
――
３３
１１
１１
１１
（（
内内
線線
４４
００
６６
））

▽▽
水水
交交
苑苑
在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

（（
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
水水
交交
苑苑
併併
設設
））

��
４４８８
――
６６
８８
００
００

▽▽
神神
山山
荘荘
在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

（（
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
神神
山山
荘荘
内内
））

��
４４６６
――
２２
２２
１１
００

▽▽
大大
館館
市市
在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
かか

つつ
らら
（（
大大
館館
市市
社社
会会
福福
祉祉
協協
議議
会会
内内
））

��
４４９９
――
２２
５５
８８
８８

▽▽
大大
館館
市市
在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
大大

滝滝
（（
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
つつ
くく
しし
苑苑

併併
設設
））

��
４４７７
――
７７
２２
２２
２２

▽▽
光光
智智
会会
在在
宅宅
介介
護護
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

（（
大大
館館
介介
護護
セセ
ンン
タタ
ーー
内内
））

��
４４９９
――
３３
２２
４４
４４

在在在在
宅宅宅宅
介介介介
護護護護
のののの
相相相相
談談談談
はははは
在在在在
宅宅宅宅
介介介介
護護護護
支支支支
援援援援
セセセセ
ンンンン
タタタタ
ーーーー
へへへへ

問問

長長
寿寿
支支
援援
課課
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
係係

�
４４９９
――
３３
１１
１１
１１（（
内内
線線
４４
００
６６
））

介護ストレスを吹っ飛ばせ！介介護護スストトレレススをを吹吹っっ飛飛ばばせせ！！

けけいいたたんんずずＳＳＡＡＴＴＫＫＯＯ
かか
らら皆皆ささんんへへ
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